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概要 

人と人とのコミュニケーションにおいて、「○○さん」「女性」「20 代」「笑顔」「眠そう」といった視覚から得られる情

報は、コミュニケーションのベースとして重要な役割を果たす。人と機械のコミュニケーションにおいても、先に述べた

ような視覚情報をうまく伝達・活用できれば、より良い人と機械のコミュニケーションが可能になると考える。本研究で

は視覚情報の中でも人の属性情報（性別・年代・人種など）に着目する。パーソナル・コンピュータ（以下、PC）、キヨ

スク端末、切符販売機、ＡＴＭ、電子広告、携帯情報端末等の、様々な端末・モバイル機器に付属したカメラでユーザの

顔画像を取得し、そこからユーザの属性情報を自動的に推定し、その属性情報を符号化伝送し、サーバ側でその人の属性

情報に応じた最適なヒューマンインタフェースの提供や、最適な情報・価値の提供を行う技術の研究開発を行う。これに

より、ユーザに最適な人に優しい知的インタフェースを実現することを目的としている。 
 
Abstract 

In this research, information on personal attribute (gender, age, ethnic group, etc.) is focused among various kinds 
of visual information. User’s facial images are obtained into camera-equipped terminals or mobile units and the 
information on the user attribute is automatically estimated from the image and then transmitted to the server. In 
the server-side, research and development of technology for providing optimal human interface according to the 
attribute information and offering best information and value are conducted, aiming for the realization of optimal 
user-friendly intelligent interfaces. 
 
1．研究内容および成果 
1.1. 視覚による顔属性推定技術(性別・年代・人種)アルゴリズムの確立、及び実用化レベルへの向上 

 顔属性推定技術は、顔検出技術によって画像から顔を検出し、さらに顔特徴点検出技術により検出した特徴点情報から

必要となる特徴量を抽出し、その情報を用いて顔の属性（性別・年代・人種）を推定する技術である。本研究では属性を

推定するための最適な特徴量および識別方法を検証しつつ、基本アルゴリズムを確立した。入力された顔画像から推定に

必要な特徴量抽出する手法として、ガボールウェーブレット変換を用いた。配置する特徴点位置は Retina サンプリング

とよばれる手法を用いて設定した。取得した特徴量を学習型アルゴリズムの識別器に与えることで、性別や年代層（幼年

層（10 歳未満）・青少年層（10～19 歳）・青年層（20～39 歳）・壮年層（40～59 歳）・高年層（60 歳以上））の推定を実

現した。本研究では静止画だけでなく動画像から属性推定を行う技術も構築し、ほぼリアルタイムで推定を行うことが可

能である。 
1.2. 情報通信・知的インタフェースの企画・設計・実装 

カメラから取得したユーザの顔画像から属性を自動的に推定し、その属性情報を符号化伝送し、サ

ーバ側でその人の属性情報に応じた最適なヒューマンインタフェースの提供や、最適な情報・価値の

提供を行うプロトタイプアプリケーションの設計を行った。図 1 に知的インタフェース・ネットワークサービ

スの概念図を示す。アプリケーションは、クライアント・サーバ型であり、クライアント側から送られてくる属性情

報を元にして、ユーザ属性適応インタフェース情報、コンテンツ情報の配信を可能にしている。PC に接続されたカメラ

で撮影した画像から顔を検出し、ユーザの人種、性別、年代を推定すると、属性情報を XML 形式で符号化し、サーバ側

に伝送する。コンテンツサーバに対して、伝送された属性情報に応じたページを送信するよう要求すると、属性別に用意

されたコンテンツの中から属性情報に応じたコンテンツが選択される。送られるコンテンツには、その属性に応じた音量

変更処理（年代毎にスピーカ音量を変更する）、文字表示制御（年代毎にブラウザの画面サイズを変更する）、情報フィル

タリング処理（年代毎にアクセス禁止サイトの一覧を作成する）、言語表示制御（人種、年代毎にコンテンツの言語を変

更する）、画面コントラスト制御（年代毎にブラウザの文字色や背景色を変更する）、画面輝度制御（年代毎に画面のガン

マ値を変更する）等の情報も含めて記述するため、クライアント側でコンテンツを受け取ると属性適応処理が行われ、属



性に応じた出力が行われる。図２に知的インタフェースの機能ブロック図および属性情報送受信時の記述サンプル例を示

図１．

す。 

知的インタフェース・ネットワークサービス概念図    図２．知的インタフェースの機能ブロック図 

1.3. 知的インタフェース・ネットワークサービス技術

タフェースの有効性の検証、課題抽出を目的

と

．今後の展開 
ースは人間が機械に合わせなくてはいけなかった。しかし、本研究により、機械が個人をより理解し、

機

スチャなど）を促進したり、聴覚や触覚
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POST /Query HTTP/1.1
Host: www.quoteserver.com
Content-Type: text/xml; charset="utf-8"
Content-Length: xxx

XML=<?xml version='1.0' encoding='UTF-8' ?>
< ContentsRequest>
<gender>male</gender>- - - - 性別
<age>10-19</age> - - - - 年代
<ethnic>asian</ethnic>- - - - 人種
</ContentsRequest>

属性情報をXML形式で符号化

<SCRIPT language=”okaoscript”>
<!—
var c = new ContentsInfo();
c.lang = “eng”;
c.text = “5”;
c.filter = “1”;
c.contrast = “ 4 ”;
c. brightness = “ 6 ”;
c.volume = “ 5 ”;
…..
//-->
</SCRIPT>

ﾕｰｻﾞ属性適応ＨＴＭＬの例

        および属性情報送受信時の記述サンプル 

の実証実験と評価 

1.2.で構築したプロトタイプアプリケーションを用いて、次世代知的イン

した評価実験を行った。実験は、被験者の性別と年代（10 歳未満、60 歳以上とそれ以外）に合わせて PC の画面表示

が切り替わるものである。6 歳から 68 歳までの被験者に対して実験を行った結果、被験者の性別や年代に応じて画面が

変更されることで、視認性がよくなったかという設問に対して、高齢者および 10 歳以下の子供の約 8 割が画面が見やす

くなったと回答した。また、属性情報を自動的に推定して、自分に最適な画面表示に変わるような機械が増えて欲しいか

という設問に対する肯定的な意見は、高齢者および 10 歳以下の子供から多く聞かれた。知的インタフェース・ネットワ

ークサービス技術に対して、全般として将来への期待を感じさせる結果を本実験から得ることができた。 

 

２
従来のインタフェ

械がその個人に最適なインタフェースを提供するという、今後、知的インタフェースで最も重要な領域の基本を確立す

ることができた。例えば、端末の前のユーザが幼児と推定される場合には文字をひらがなで表示したり、ユーザが子供と

推定されればアダルト情報や暴力などふさわしくない情報を排除したり、高齢者と推定されれば大きな文字の表示・音量

を大きくしたり、20 代の女性と推定されればその性別・年代の方が好む情報を提供したりということが可能になる。こ

の知的インタフェースは、PC に限らず、キヨスク端末、自動販売機、切符販売機、ＡＴＭ、電子広告などカメラを装備

しネットワークに繋がる様々な端末・モバイル機器に応用することが出来る。 
今後、さらに視覚情報でより人の理解（例えば表情・戸惑い・疲労・苦痛・ジェ

など他の五感情報と融合することにより、さらに個人に最適なインタフェース・情報・価値の提供が可能な知的インタフ

ェースに拡張していくことが考えられる。 
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